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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

本研究の目的は、監視社会論の代表的論者である デイヴィッド・ライアン（ David  Lyon）

の理論と方法について、その射程と限界を社会学的に明らかにすることである。監視社

会にかんする先行研究において、かならずといってよいほど言及され、議論の土台を築

いたとされているのが、上述のライアンである。本研究では、ライアンの監視社会論 に

ついて、その中心的なテーゼである「監視の両義性」に焦点をあてて検討をおこなって

いく。このような現代社会における学際的なトピックについて基礎的な研究をおこなう

ことは、社会的また学術的に大きな意義をもつと考えられる。  

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

問題の所在  

本研究が対象とする「監視社会論」のパースペクティ ヴは非常に広い。ライアンはその

主著『監視社会』のなかで、現代において監視とかかわらずに日常生活を送ることは不可

能であると述べる。日本の社会では、たとえば、朝起きて一歩外に出ると、マンションで

は監視カメラが作動し、道路や交差点では N システムが自動車をモニターしている。職場

では入口で ID カードをチェックされ、社員は送受信するメールを特殊なソフトでモニタ

リングされている。帰宅時に買い物をすれば、ポイントカードやクレジットカードに購入

履歴が記録され、自宅でネットサーフィンをすればそのアクセスログが訪れたウェブサイ

トに蓄積されていく。さらに、子どもが外出するとなれば GPS 機能つきの携帯電話をも

たせることも、いまではめずらしいことではない。  

社会の監視化／監視の社会化についての問題関心や意識は、住基ネットの施行や、テロ

対策・治安対策の名目で街頭に設置される監視カメラの増加を社会的背景としながら、社

会学や社会科学のみならず、新聞などのジャーナリズムにおいても、賛否やその思想的意

味を問う多くの議論を巻き起こし、多くの研究を生み出してきた。海外おいても また、英

米を中心に議論が盛んにおこなわれている。日本学術協力財団『学術の動向』（ 2008 年 11

月）に掲載された遠藤薫の論文「リスク社会と監視社会 ―安心・安全のパラドックス」は、

社会の監視化／監視の社会化という問題が、筆者が専門とする社会学という特定の個別科

学を超えて、ひろく人文・社会科学全般にわたって現在もっとも旬なトピックのひとつ で

あることを示している。  

 

先行研究  

本研究が対象とする「監視社会論」という学問分野及びその研究領域では、社会の監視化

について、つぎのような議論がおこなわれている。すなわち、自身の議論の主要な構成要素

の一部として監視を組み込むことで独自の現代社会論を展開するもの（東浩紀  2 002 -2003

「情報自由論」 ;  鈴木謙介  2005a ,  2005b「監視社会とカーニヴァル化論」）、個別具体的

な専門領域において監視を問題化するもの（松田美佐  2004「カメラ付きケータイと監視」 ;

 李  2006「職場における監視」 ;  阿部・成実編  2006「空間管理社会論」）、聴き取り調査

や統計的手法をもちいて人々のセキュリティ意識のあり様を記述し説明するもの（伊藤  20

05;  朝田  2006 ,  2007）、社会哲学・法哲学などの思想的な水準で社会の監視化を論じるも

の（東・大澤 2003;  岡本  2005;  大屋  2004,  2007「ポストモダンとセキュリティ」）、さら

には建築学的な視点から論じるもの（五十嵐  2004 ,  2006）などが挙げられる。さらに国外

では、以上のような論点のほかに、メディア文化論的な視点から論じられているものもあり、

これらは Surve i l lance  S tud ies  Readerのような書籍で概要が論じられている（ Sean Hier ,  Jos

hua  Greenberg ,  ed.  2007）。  

これらの研究のパースペクティヴを切り開いたのは D.ライアンであるが、かれの議論を

内在的な観点から理論的な検討をくわえた研究は存在しないため、当該研究領域において

本研究が果たす意義は大きなものであると考えることができる。  
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研究成果の概要 つ づ き  

D.ライアンの監視社会論 

監視社会論は、1990 年前後からおもに欧米において展開しはじめた現代社会論である。

監視社会（ su rve i l lance  soc ie t y）という用語が初めて使われたのは 1985 年の G.マルクス

によ る著 作だ と言 わ れて いる 。日 本で は 、 2002 年 に D.ライ アン の『 監視 社会 』（ Lyon  

2001=2002）が邦訳されて以来、その議論が一般に認知されたといえる。あらためて述べ

るまでもなく、ライアンは監視社会論の代表的な論者であるが、かれがどのような問題

意識からいかなる理論的背景のもとで現代を監視社会として捉えたのかについてはあ ま

り知られてない。野尻の整理（野尻  2009）によれば、ライアンは 1970 年代に自身の理

論的な立場をキリスト教社会学（ Chri s t i an  Soc io logy）として定位し、世俗化論の批判的

研究を経て、D.ベルの脱工業社会論の批判的検討などを主軸とした情報社会論に以降し、

ポストモダニティなどの理論的な研究などを交えながら、 1980 年代末頃から監視社会研

究へと着手している。監視社会にかんする著作を精読すると、初期ライアンのキリスト

教社会学的な視点がひっそりと息づいていることに気づく。すなわち、特殊西欧的な解

釈と批判が、かれの議論には存在するのである（野尻  2009）。  

 

ライアンのキリスト教的社会思想と「監視の両義性」  

ライアンによれば、監視にたいする批判的な理論は「生身の人間についての、完全な

知覚という文化的な強迫観念についての、そして監視の政治学を導く倫理についての、

首尾一貫した見解から与えられなければならない」（ Lyon  2001:  124）。それはつぎのよう

な規範的な原理を出発点とする。  

人間は本質的に社会的である 。したがって、コミュニケーションは不可欠である 。

ここにはふたつの含意がある。第一に、コミュニケーションの倫理において、対面

性の概念が特権視されなければならない 。 ……第二に 、他者への配慮は人間性に由

来する根源的な要求である。（ Lyon 2001 :  125）  

第一の含意から導出されるのは「人間の再身体化（ r e -embod ying  per sons）」という論点

であり（ Lyon 2001 :  151）、第二の含意から導出されるのが「他者への配慮（ care  fo r  the  

Othe r）」という論点である（ Lyon 2001:  153）。ここで示されているのは、キリスト教的

な規範的価値をまとった人間像であり、それはライアンの倫理的姿勢、また価値的立場

（ Lyon 2001 :  151）として考えることができる。  

監視研究の第一作目の著書である The  E lec tron ic  Eye では、ライアンは自身の監視批判

への姿勢について、その導きとしてアウグスティヌスの『神の国』に言及し「人間性と

いうものは、アウグスティヌスによって非難され、そして、今日プライバシーにかんす

る言説においてよくささやかれるような、自己所有の個人主義としてではなく、連帯や

尊厳、そして責任に重きを置く＜神の似姿（ t he  imago  de i）＞として理解される」と述べ

ている（ Lyon 1994 :  222）。ライアンはまた、『監視社会』の注において「神学的には 、社

会的存在としての人間（ persons -as -soc ia l）という概念は、三位一体（ Trin i ty）の教義に

起源をもつ。イマーゴ・デイ、すなわち神の似姿としての人間には、その源泉が有する、

本質的に社会的な性格が反映している」（ Lyon 2001 :  173）として、キリスト教神学的な

水脈を引き込み、議論の補強をはかっている。  

これらの記述を考慮するならば、ライアンの監視社会のオルタナティブとして提出さ

れている「人間の再身体化」と「他者への配慮」というふたつの論点は、三位一体論な

どを背景としたキリスト教思想に基づいていると考えることができる。パノプティコン

にたいして『詩篇』 139 編の含意から「管理」のみならず「配慮」としての側面をも読

み込んでいく理論的解釈とは、ディストピアとしてのパノプティコンそれ自体をポジテ

ィブに捉え返すことによって、監視社会にたいするオルタナティブを引き出そうという

試みの裏書きであったといえるだろう。そのような理論的解釈は、監視社会の記述理論

であるとともに、規範的な社会理論として、ライアンの議論の背景に存在しているので

ある。  
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